
現在、世界中で光ファイバーによるネット
ワークの完成が急がれています。これにとも
ない、低熱膨張であるコバール材による光通
信関連部品の需要が急速に伸びています。
特に、複雑な形状であるパッケージは、従
来の機械加工品に比べ、低コストの金属粉末
射出成形（MIM）製品への要求が高まっていま
す。
本製品は、当社が約１０年に及ぶ実績を持
つMIM技術を適用したものです。
MIMの工程は、 図１図１図１図１    のフローチャートに示
すように、三次元複雑形状品をニアネットシ
ェイプで量産することに適した製法です。

特長特長特長特長
（１）形状および寸法精度（１）形状および寸法精度（１）形状および寸法精度（１）形状および寸法精度
  従来の機械加工品に比べ低コストで 図２図２図２図２
のような三次元複雑形状のニアネットシェイ
プ焼結体の製造が可能です。また、寸法精度
は、±0.5％です。
（（（（２）特性２）特性２）特性２）特性
        ①低熱膨張①低熱膨張①低熱膨張①低熱膨張
  溶製材とほぼ同じ熱膨張係数であり、封着
 材として適します（ 表１表１表１表１）。
        ②高気密②高気密②高気密②高気密
  相対密度は96％以上であり、パッケージ
材として十分な気密性を有します。
        ③高清浄度③高清浄度③高清浄度③高清浄度
  高密度であるため空孔が少なく（ 図３図３図３図３）
良好なメッキ性を有します。

               （特殊鋼事業部）
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図１　ＭＩＭ　工程のフローチャート図１　ＭＩＭ　工程のフローチャート図１　ＭＩＭ　工程のフローチャート図１　ＭＩＭ　工程のフローチャート
Fig. process



図２　ＭＩＭコバール光通信用部品のサンプル図２　ＭＩＭコバール光通信用部品のサンプル図２　ＭＩＭコバール光通信用部品のサンプル図２　ＭＩＭコバール光通信用部品のサンプル
Fig. Example of kover sintered parts for optical fiber  communication
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図２　ＭＩＭコバール光通信用部品のサンプル図２　ＭＩＭコバール光通信用部品のサンプル図２　ＭＩＭコバール光通信用部品のサンプル図２　ＭＩＭコバール光通信用部品のサンプル
Fig.２　Example　of　ＭＩＭ　Kover　sintered　parts　for　optical　fiber　 communication

図３　ミクロ組織図３　ミクロ組織図３　ミクロ組織図３　ミクロ組織
Fig.３　Microstructure

表１　熱膨張係数表１　熱膨張係数表１　熱膨張係数表１　熱膨張係数
Table１　Coefficients　ｏｆ thermal　expansion

                                            単位：１０－６／Ｋ

３０～４００℃ ３０～８００℃

ＭＩＭ焼結品 ４．２０～４．８０ ９．６０～１０．２０

溶製材（ＡＳＴＭ Ｆ１５） ４．６０～５．２０ （１０．４）

()はASTM F15 で例として述べられている数値

 ２５μｍ



表１　熱膨張係数表１　熱膨張係数表１　熱膨張係数表１　熱膨張係数
Table Coefficients  thermal expansion

                                            

 

()はASTM F15 で例として述べられている数値
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